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令和 ７ 年 ３ 月 27 日（木曜日）　号外　第 17 号

　する条例…………………………………………………（教育庁）３
○教育関係使用料及び手数料徴収条例の一部を改
　正する条例………………………………………………（　〃　）９
○市町村立学校職員の給与等に関する条例の一部
　を改正する条例…………………………………………（　〃　）16
○宮崎県監査委員条例の一部を改正する条例……（監査事務局）25
○警察関係使用料及び手数料徴収条例の一部を改
　正する条例……………………………………………（警察本部）25
○押売等防止条例等の一部を改正する条例…………（　 〃 　）26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁
　　　条　　　例
○宮崎県立病院事業の設置等に関する条例の一部
　を改正する条例…………………………………………（病院局）２
○宮崎県病院局専攻医研修資金貸与条例の一部を
　改正する条例……………………………………………（　〃　）３
○教育関係の公の施設に関する条例の一部を改正

本号で公布された条例のあらまし

◎　宮崎県立病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例（条例第27号）
　１　改正の理由及び主な内容
　　　物価高による維持管理経費等の増加を踏まえ、受益者負担の適正化を図る等、所要の改正を行うこととしました。
　２　施行期日
　　　この条例は、一部の規定を除き、令和７年４月１日から施行することとしました。

◎　宮崎県病院局専攻医研修資金貸与条例の一部を改正する条例（条例第28号）
　１　改正の理由及び主な内容
　　　育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の改正に伴い、所要の改正を行うこととしました
　　。
　２　施行期日
　　　この条例は、令和７年４月１日から施行することとしました。

◎　教育関係の公の施設に関する条例の一部を改正する条例（条例第29号）
　１　改正の理由及び主な内容
　　⑴　物価高による維持管理経費等の増加を踏まえ、受益者負担の適正化を図る等、所要の改正を行うこととしました。
　　⑵　県立高等特別支援学校を開設することに伴い、所要の改正を行うこととしました。
　２　施行期日
　　　この条例は、一部の規定を除き、令和７年４月１日から施行することとしました。

◎　教育関係使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例（条例第30号）
　１　改正の理由及び主な内容
　　　物価高による維持管理経費等の増加を踏まえ、受益者負担の適正化を図る等、所要の改正を行うこととしました。
　２　施行期日	
　　　この条例は、令和７年４月１日から施行することとしました。

◎　市町村立学校職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例（条例第31号）
　１　改正の理由及び主な内容
　　　人事委員会勧告等を踏まえ、社会と公務の変化に応じた給与制度の整備を行う等、所要の改正を行うこととしました。
　２　施行期日
　　　この条例は、令和７年４月１日から施行することとしました。

◎　宮崎県監査委員条例の一部を改正する条例（条例第32号）
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条　　　　　例

　１　改正の理由及び主な内容
　　　地方公営企業法施行令の改正に伴い、所要の改正を行うこととしました。
　２　施行期日
　　　この条例は、令和７年４月１日から施行することとしました。

◎　警察関係使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例（条例第33号）
　１　改正の理由及び主な内容
　　　自動車の保管場所の確保等に関する法律の改正に伴い、保管場所標章が廃止されるため、所要の改正を行うこととしました
　　。
　２　施行期日
　　　この条例は、令和７年４月１日から施行することとしました。

◎　押売等防止条例等の一部を改正する条例（条例第34号）
　１　改正の理由及び主な内容
　　　懲役及び禁錮を廃止し、これらに代えて拘禁刑を創設することを内容とする刑法の改正等が行われたことに伴い、所要の改
　　正を行うこととしました。
　２　施行期日
　　　この条例は、令和７年６月１日から施行することとしました。

　宮崎県立病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例をここに公布する。　
　　令和７年３月27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
宮崎県条例第27号
　　　宮崎県立病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
　宮崎県立病院事業の設置等に関する条例（昭和41年宮崎県条例第44号）の一部を次のように改正する。
　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
　（料金等）
第６条　［略］
２　［略］
３　前項に規定する料金のうち、消費税法（昭和63年法律第 108号
　）別表第１第６号及び第８号に該当しない行為に係るものの額は
　、同項に規定する額に当該額の 1,000分の59に相当する額を加え
　た額（その額に１円未満の端数があるときは、これを切り捨てた
　額）とする。
４～６　［略］
別表第２（第６条関係）

　（料金等）
第６条　［略］
２　［略］
３　前項に規定する料金のうち、消費税法（昭和63年法律第 108号
　）別表第２第６号及び第８号に該当しない行為に係るものの額は
　、同項に規定する額に当該額の 1,000分の59に相当する額を加え
　た額（その額に１円未満の端数があるときは、これを切り捨てた
　額）とする。
４～６　［略］
別表第２（第６条関係）

料　金　等 単　位 金　　　　　額
１　病室使用料 １日につき 20,400円を超えない範囲内に

おいて管理者が定める額
　［略］
５　文書作成手
　数料

１通につき  5,500円を超えない範囲内に
おいて管理者が定める額

６　第１号から
　第５号までに
　掲げるものの
　ほか、病院を
　利用する場合

　［略］

料　金　等 単　位 金　　　　　額
１　病室使用料 １日につき 17,800円を超えない範囲内に

おいて管理者が定める額
　［略］
５　文書作成手
　数料

１通につき  4,400円を超えない範囲内に
おいて管理者が定める額

６　ポリオワク
　チン予防接種
　手数料

１回につき  5,762円を超えない範囲内に
おいて管理者が定める額

７　第１号から
　第６号までに
　掲げるものの
　ほか、病院を
　利用する場合

　［略］



─ 3 ─

宮　崎　県　公　報 令和 ７ 年 ３ 月 27 日（木曜日）　号外　第 17 号

　　［略］ 　　［略］
　の料金等 　の料金等

　　　附　則
　この条例は、令和７年４月１日から施行する。ただし、第６条第３項の改正規定は、公布の日から施行する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　宮崎県病院局専攻医研修資金貸与条例の一部を改正する条例をここに公布する。　
　　令和７年３月27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
宮崎県条例第28号
　　　宮崎県病院局専攻医研修資金貸与条例の一部を改正する条例
　宮崎県病院局専攻医研修資金貸与条例（平成25年宮崎県条例第15号）の一部を次のように改正する。
　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
　（返還の免除）
第10条　管理者は、専攻医研修資金の貸与を受けた者が次の各号の
　いずれかに該当するに至ったときは、専攻医研修資金の返還の全
　部を免除するものとする。
　（１）　専門研修開始年度の４月１日から起算して10年を経過する
　　日までの間（育児休業（育児休業、介護休業等育児又は家族介
　　護を行う労働者の福祉に関する法律（平成３年法律第76号）第
　　２条第１号に規定する育児休業及び地方公務員の育児休業等に
　　関する法律（平成３年法律第 110号）第２条第１項の規定によ
　　る育児休業をいう。）、介護休業（育児休業、介護休業等育児
　　又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律第２条第２号に
　　規定する介護休業及び同法第61条第６項において読み替えて準
　　用する同条第３項の規定による休業をいう。）その他やむを得
　　ない理由により業務に従事することができない期間及び管理者
　　が定めるところにより大学講座の派遣により県立宮崎病院にお
　　いて医師の業務に従事したと認められる期間を除く。）に、管
　　理者が定めるところにより大学講座の派遣により県立日南病院
　　又は県立延岡病院において医師の業務に従事したと認められる
　　期間（以下「業務従事期間」という。）が、貸与を受けた期間
　　に相当する期間（貸与を受けた期間が２年を超えるときは２年
　　。以下「必要勤務期間」という。）に達したとき。
　（２）　［略］

　（返還の免除）
第10条　管理者は、専攻医研修資金の貸与を受けた者が次の各号の
　いずれかに該当するに至ったときは、専攻医研修資金の返還の全
　部を免除するものとする。
　（１）　専門研修開始年度の４月１日から起算して10年を経過する
　　日までの間（育児休業（育児休業、介護休業等育児又は家族介
　　護を行う労働者の福祉に関する法律（平成３年法律第76号）第
　　２条第１号に規定する育児休業及び地方公務員の育児休業等に
　　関する法律（平成３年法律第 110号）第２条第１項の規定によ
　　る育児休業をいう。）、介護休業（育児休業、介護休業等育児
　　又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律第２条第２号に
　　規定する介護休業及び同法第61条の２第３項の規定による休業
　　をいう。）その他やむを得ない理由により業務に従事すること
　　ができない期間及び管理者が定めるところにより大学講座の派
　　遣により県立宮崎病院において医師の業務に従事したと認めら
　　れる期間を除く。）に、管理者が定めるところにより大学講座
　　の派遣により県立日南病院又は県立延岡病院において医師の業
　　務に従事したと認められる期間（以下「業務従事期間」という
　　。）が、貸与を受けた期間に相当する期間（貸与を受けた期間
　　が２年を超えるときは２年。以下「必要勤務期間」という。）
　　に達したとき。
　（２）　［略］

　　　附　則
　この条例は、令和７年４月１日から施行する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　教育関係の公の施設に関する条例の一部を改正する条例をここに公布する。　
　　令和７年３月27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
宮崎県条例第29号
　　　教育関係の公の施設に関する条例の一部を改正する条例
　教育関係の公の施設に関する条例（昭和39年宮崎県条例第36号）の一部を次のように改正する。
　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
別表第１（第２条関係） 別表第１（第２条関係）

　区　分　及　び　名　称 　　　　　位　置
学校
　　［略］
　特別支援学校
　　　［略］
　　県立日南くろしお支援学
　　校

　［略］

　区　分　及　び　名　称 　　　　　位　置
学校
　　［略］
　特別支援学校
　　　［略］
　　県立日南くろしお支援学
　　校

　［略］
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　　同　　　　　　　日南校
　　県立都城きりしま支援学
　　校
　　同　　　　　都城商業校

同　　大字星倉5800番地
　［略］

同　　上東町31街区25号
　　　［略］
　　同　　　　　　高千穂校
　　同　　　　　延岡商業校

　［略］
延岡市桜ヶ丘３丁目7122番地

　　　［略］
　［略］

　　
　　県立都城きりしま支援学
　　校
　　

　
　［略］

　　　［略］
　　同　　　　　　高千穂校
　　

　［略］

　　　［略］
　［略］

別表第３（第６条関係） 別表第３（第６条関係）

施　設 　　　　　　　　　　基　準
区分 単位 金額 備考

宮崎県
青島少
年自然
の家
宮崎県
むかば
き少年
自然の
家
宮崎県
御池少
年自然
の家

宿泊室 １人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

 360円以
下
 710円以
下

　［略］

研修室 １室１時
間につき

 540円以
下

体育館 宮崎県青
島少年自
然の家

１時間に
つき
　全面を
　利用す
　る場合
　半面を
　利用す
　る場合

 1,180円
以下

 590円以
下

宮崎県む
かばき少
年自然の
家
宮崎県御
池少年自
然の家

１時間に
つき

 850円以
下

キャンプ場 １人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

 120円以
下
 240円以
下

キャン
プ用具

テント １人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

 120円以
下
 240円以
下

寝袋 １泊１個
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

 120円以
下
 240円以
下

毛布 １泊１枚

施　設 　　　　　　　　　　基　準
区分 単位 金額 備考

宮崎県
青島少
年自然
の家
宮崎県
むかば
き少年
自然の
家
宮崎県
御池少
年自然
の家

宿泊室 １人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

 330円以
下
 660円以
下

　［略］

研修室 １室１時
間につき

 505円以
下

体育館 宮崎県青
島少年自
然の家

１時間に
つき
　全面を
　利用す
　る場合
　半面を
　利用す
　る場合

 1,100円
以下

 550円以
下

宮崎県む
かばき少
年自然の
家
宮崎県御
池少年自
然の家

１時間に
つき

 785円以
下

キャンプ場 １人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

 110円以
下
 220円以
下

キャン
プ用具

テント １人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

 110円以
下
 220円以
下

寝袋 １泊１個
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

 110円以
下
 220円以
下

毛布 １泊１枚
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につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

 120円以
下
 240円以
下

宮崎県
体育館

本館競
技場

入場料等
を徴収し
ない場合

１団体１
時間につ
き
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に利用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体
　　その
　　他の
　　団体
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　以外に
　利用す
　るとき

 1,390円
以下

 2,180円
以下

 8,810円
以下

　［略］

入場料等
を徴収す
る場合

１団体１
日につき
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に利用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体

　　その
　　他の
　　団体

１人１日
当たりの
入場料等
の最高額
に 100を
乗じて得
た額（そ
の額が15
,220円に
満たない
場合にあ
っては、
15,220円
）以下
１人１日
当たりの
入場料等
の最高額
に 100を

につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

 110円以
下
 220円以
下

宮崎県
体育館

本館競
技場

入場料等
を徴収し
ない場合

１団体１
時間につ
き
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に利用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体
　　その
　　他の
　　団体
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　以外に
　利用す
　るとき

 1,290円
以下

 2,030円
以下

 8,210円
以下

　［略］

入場料等
を徴収す
る場合

１団体１
日につき
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に利用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体

　　その
　　他の
　　団体

１人１日
当たりの
入場料等
の最高額
に 100を
乗じて得
た額（そ
の額が14
,180円に
満たない
場合にあ
っては、
14,180円
）以下
１人１日
当たりの
入場料等
の最高額
に 100を
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　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　以外に
　利用す
　るとき

乗じて得
た額（そ
の額が23
,870円に
満たない
場合にあ
っては、
23,870円
）以下
１人１日
当たりの
入場料等
の最高額
に 100を
乗じて得
た額（そ
の額が96
,940円に
満たない
場合にあ
っては、
96,940円
）以下

別館第１競技場 １団体１
時間につ
き
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に利用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体
　　その
　　他の
　　団体
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　以外に
　利用す
　るとき

 290円以
下

 580円以
下

 2,250円
以下

別館第
２競技
場

専用での
利用の場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

 210円以
下

 410円以
下

専用での １団体（

　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　以外に
　利用す
　るとき

乗じて得
た額（そ
の額が22
,240円に
満たない
場合にあ
っては、
22,240円
）以下
１人１日
当たりの
入場料等
の最高額
に 100を
乗じて得
た額（そ
の額が90
,340円に
満たない
場合にあ
っては、
90,340円
）以下

別館第１競技場 １団体１
時間につ
き
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に利用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体
　　その
　　他の
　　団体
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　以外に
　利用す
　るとき

 270円以
下

 540円以
下

 2,090円
以下

別館第
２競技
場

専用での
利用の場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

 190円以
下

 380円以
下

専用での １団体（



─ 7 ─

宮　崎　県　公　報 令和 ７ 年 ３ 月 27 日（木曜日）　号外　第 17 号

利用でな
い場合

個人を含
む。）１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体（
　個人を
　含む。
　）
　その他
　の団体
　（個人
　を含む
　。）

 110円以
下

 220円以
下

別館第
３競技
場

専用での
利用の場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

 210円以
下

 410円以
下

専用での
利用でな
い場合

１団体（
個人を含
む。）１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体（
　個人を
　含む。
　）
　その他
　の団体
　（個人
　を含む
　。）

 110円以
下

 220円以
下

屋外人工登はん壁 １団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

 110円以
下

 220円以
下

屋内人
工登は
ん壁

団体が利
用する場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他

 110円以
下

 220円以

利用でな
い場合

個人を含
む。）１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体（
　個人を
　含む。
　）
　その他
　の団体
　（個人
　を含む
　。）

 100円以
下

 200円以
下

別館第
３競技
場

専用での
利用の場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

 190円以
下

 380円以
下

専用での
利用でな
い場合

１団体（
個人を含
む。）１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体（
　個人を
　含む。
　）
　その他
　の団体
　（個人
　を含む
　。）

 100円以
下

 200円以
下

屋外人工登はん壁 １団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

 100円以
下

 200円以
下

屋内人
工登は
ん壁

団体が利
用する場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他

 100円以
下

 200円以
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　の団体 下
個人が利
用する場
合

１人１時
間につき
　児童・
　生徒
　その他
　の者

50円以下

90円以下

会議室 １時間に
つき

 180円以
下

附帯設
備器具
（利用
に要す
る消耗
器材は
含まな
い。）

浴室・シ
ャワー（
温水）

１時間に
つき

 750円以
下

　［略］
電光表示
盤

同  170円以
下

ボーダー
ライト

１列１時
間につき

 520円以
下

スポット
ライト

１台１時
間につき

 300円以
下

フットラ
イト

１列１時
間につき

 520円以
下

放送設備
（マイク
ロフォン
は２本と
する。）

１時間に
つき

 650円以
下

携帯用テ
ープレコ
ーダー

同 80円以下

　［略］
ハンドマ
イク

１時間に
つき

70円以下

レコード
プレーヤ
ー

同 80円以下

　［略］
持込電気
器具用電
気

１キロワ
ットにつ
き

 300円以
下

　［略］
宮崎県
ライフ
ル射撃
競技場

エアー
ライフ
ル射場
ビーム
ライフ
ル射場

団体が利
用する場
合

１団体２
時間につ
き
　10歳以
　上の児
　童・生
　徒の団
　体
　その他
　の団体

 4,300円
以下

 8,600円
以下

１　［略
　］
２　「高
　等学校
　」には
　、中等
　教育学
　校の後
　期課程
　及び特
　別支援
　学校の
　高等部
　を含む

個人が利
用する場
合

１人２時
間につき
　10歳以
　上の児

 230円以
下

　の団体 下
個人が利
用する場
合

１人１時
間につき
　児童・
　生徒
　その他
　の者

40円以下

80円以下

会議室 １時間に
つき

 160円以
下

附帯設
備器具
（利用
に要す
る消耗
器材は
含まな
い。）

浴室・シ
ャワー（
温水）

１時間に
つき

 580円以
下

　［略］
電光表示
盤

同  130円以
下

ボーダー
ライト

１列１時
間につき

 400円以
下

スポット
ライト

１台１時
間につき

 230円以
下

フットラ
イト

１列１時
間につき

 400円以
下

放送設備
（マイク
ロフォン
は２本と
する。）

１時間に
つき

 500円以
下

携帯用テ
ープレコ
ーダー

同 60円以下

　［略］
ハンドマ
イク

１時間に
つき

50円以下

レコード
プレーヤ
ー

同 60円以下

　［略］
持込電気
器具用電
気

１キロワ
ットにつ
き

 230円以
下

　［略］
宮崎県
ライフ
ル射撃
競技場

エアーライフル射
場

１人２時
間まで
　10歳以
　上の児
　童・生
　徒
　その他
　の者

 130円以
下

 240円以
下

１　［略
　］
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　童・生
　徒
　その他
　の者

 450円以
下

　。
３・４
　［略］

スモー
ルボア
ライフ
ル射場

団体が利
用する場
合

１団体２
時間につ
き
　高等学
　校の生
　徒の団
　体
　その他
　の団体

 3,550円
以下

 7,100円
以下

個人が利
用する場
合

１人２時
間につき
　高等学
　校の生
　徒
　その他
　の者

 360円以
下

 710円以
下

　［略］

　　　附　則
　この条例は、令和７年４月１日から施行する。ただし、別表第１の改正規定は、令和８年１月１日から施行する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　教育関係使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例をここに公布する。　
　　令和７年３月27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
宮崎県条例第30号
　　　教育関係使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例
　教育関係使用料及び手数料徴収条例（平成13年宮崎県条例第23号）の一部を次のように改正する。
　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

２・３
　［略］

スモールボアライ
フル射場

１人２時
間まで
　高等学
　校（中
　等教育
　学校の
　後期課
　程及び
　特別支
　援学校
　の高等
　部を含
　む。）
　生徒
　その他
　の者

 190円以
下

 380円以
下

　［略］

改正前 改正後
別表第１（第２条関係） 別表第１（第２条関係）

使用料 区　　　分 単　　位 金　　額 納期 備　　考
　［略］
３　体
　育館
　使用
　料

本館
競技
場

入場
料等
を徴
収し
ない
場合

１団体１
時間につ
き
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に使用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体
　　その
　　他の
　　団体
　アマチ
　ュアス

 1,390円

 2,180円

 8,810円

　［略］

使用料 区　　　分 単　　位 金　　額 納期 備　　考
　［略］
３　体
　育館
　使用
　料

本館
競技
場

入場
料等
を徴
収し
ない
場合

１団体１
時間につ
き
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に使用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体
　　その
　　他の
　　団体
　アマチ
　ュアス

 1,290円

 2,030円

 8,210円

　［略］
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　ポーツ
　以外に
　使用す
　るとき

入場
料等
を徴
収す
る場
合

１団体１
日につき
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に使用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体

　　その
　　他の
　　団体

　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　以外に

１人１日
当たりの
入場料等
の最高額
に 100を
乗じて得
た額（そ
の額が１
万 5,220
円に満た
ない場合
にあって
は、１万
 5,220円
）
１人１日
当たりの
入場料等
の最高額
に 100を
乗じて得
た額（そ
の額が２
万 3,870
円に満た
ない場合
にあって
は、２万
 3,870円
）
１人１日
当たりの
入場料等
の最高額

　使用す
　るとき

に 100を
乗じて得
た額（そ
の額が９
万 6,940
円に満た
ない場合
にあって

　ポーツ
　以外に
　使用す
　るとき

入場
料等
を徴
収す
る場
合

１団体１
日につき
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に使用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体

　　その
　　他の
　　団体

　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　以外に

１人１日
当たりの
入場料等
の最高額
に 100を
乗じて得
た額（そ
の額が１
万 4,180
円に満た
ない場合
にあって
は、１万
 4,180円
）
１人１日
当たりの
入場料等
の最高額
に 100を
乗じて得
た額（そ
の額が２
万 2,240
円に満た
ない場合
にあって
は、２万
 2,240円
）
１人１日
当たりの
入場料等
の最高額

　使用す
　るとき

に 100を
乗じて得
た額（そ
の額が９
万 340円
に満たな
い場合に
あっては
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は、９万
 6,940円
）

別館第１競
技場

１団体１
時間につ
き
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に使用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体
　　その
　　他の
　　団体
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　以外に
　使用す
　るとき

 290円

 580円

2,250円

別館
第２
競技
場

専用
使用
の場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

　210円

　410円

専用
使用
でな
い場
合

１団体（
個人を含
む。）１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体（
　個人を
　含む。
　）
　その他
　の団体
　（個人
　を含む
　。）

110円

220円

別館
第３
競技
場

専用
使用
の場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の

　210円

、９万 3
40円）

別館第１競
技場

１団体１
時間につ
き
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　に使用
　すると
　き
　　児童
　　・生
　　徒の
　　団体
　　その
　　他の
　　団体
　アマチ
　ュアス
　ポーツ
　以外に
　使用す
　るとき

 270円

 540円

2,090円

別館
第２
競技
場

専用
使用
の場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

　190円

　380円

専用
使用
でな
い場
合

１団体（
個人を含
む。）１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体（
　個人を
　含む。
　）
　その他
　の団体
　（個人
　を含む
　。）

100円

200円

別館
第３
競技
場

専用
使用
の場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の

　190円
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　団体
　その他
　の団体

　410円

専用
使用
でな
い場
合

１団体（
個人を含
む。）１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体（
　個人を
　含む。
　）
　その他
　の団体
　（個人
　を含む
　。）

110円

220円

屋外人工登
はん壁

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

　110円

220円

屋内
人工
登は
ん壁

団体
が使
用す
る場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

　110円

220円

個人
が使
用す
る場
合

１人１時
間につき
　児童・
　生徒
　その他
　の者

　50円

90円

会議室 １時間に
つき

180円

附帯
設備
器具
（使
用に
要す
る消
耗器
材は
含ま
ない

浴室
・シ
ャワ
ー（
温水
）

１時間に
つき

750円

　［略］
電光
表示
盤

同 　170円

ボー １列１時 520円

　団体
　その他
　の団体

　380円

専用
使用
でな
い場
合

１団体（
個人を含
む。）１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体（
　個人を
　含む。
　）
　その他
　の団体
　（個人
　を含む
　。）

100円

200円

屋外人工登
はん壁

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

　100円

200円

屋内
人工
登は
ん壁

団体
が使
用す
る場
合

１団体１
時間につ
き
　児童・
　生徒の
　団体
　その他
　の団体

　100円

200円

個人
が使
用す
る場
合

１人１時
間につき
　児童・
　生徒
　その他
　の者

　40円

80円

会議室 １時間に
つき

160円

附帯
設備
器具
（使
用に
要す
る消
耗器
材は
含ま
ない

浴室
・シ
ャワ
ー（
温水
）

１時間に
つき

580円

　［略］
電光
表示
盤

同 　130円

ボー １列１時 400円
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。） ダー
ライ
ト

間につき

スポ
ット
ライ
ト

１台１時
間につき

300円

フッ
トラ
イト

１列１時
間につき

　520円

放送
設備
（マ
イク
ロフ
ォン
は２
本と
する
。）

１時間に
つき

650円

携帯
用テ
ープ
レコ
ーダ
ー

同 　　80円

　［略］
ハン
ドマ
イク

１時間に
つき

70円

レコ
ード
プレ
ーヤ
ー

同 　　80円

　［略］
持込
電気
器具
用電
気

１キロワ
ットにつ
き

300円

　［略］
５　ラ
　イフ
　ル射
　撃競
　技場
　使用
　料

エア
ーラ
イフ
ル射
場
ビー
ムラ
イフ
ル射
場

団体
が使
用す
る場
合

１団体２
時間につ
き
　10歳以
　上の児
　童・生
　徒の団
　体
　その他
　の団体

4,300円

8,600円

　［
略］

１　［略
　］
２　「高
　等学校
　」には
　、中等
　教育学
　校の後
　期課程
　及び特
　別支援
　学校の

個人
が使

１人２時
間につき

。） ダー
ライ
ト

間につき

スポ
ット
ライ
ト

１台１時
間につき

230円

フッ
トラ
イト

１列１時
間につき

　400円

放送
設備
（マ
イク
ロフ
ォン
は２
本と
する
。）

１時間に
つき

500円

携帯
用テ
ープ
レコ
ーダ
ー

同 　　60円

　［略］
ハン
ドマ
イク

１時間に
つき

50円

レコ
ード
プレ
ーヤ
ー

同 　　60円

　［略］
持込
電気
器具
用電
気

１キロワ
ットにつ
き

230円

　［略］
５　ラ
　イフ
　ル射
　撃競
　技場
　使用
　料

エアーライ
フル射場

１人２時
間まで
　10歳以
　上の児
　童・生
　徒
　その他
　の者

130円

240円

　［
略］

１　［略
　］
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用す
る場
合

　10歳以
　上の児
　童・生
　徒
　その他
　の者

230円

450円

　高等部
　を含む
　。
３・４
　［略］

スモ
ール
ボア
ライ
フル
射場

団体
が使
用す
る場
合

１団体２
時間につ
き
　高等学
　校の生
　徒の団
　体
　その他
　の団体

3,550円

7,100円

個人
が使
用す
る場
合

１人２時
間につき
　高等学
　校の生
　徒
　その他
　の者

360円

710円

　［略］
９　総
　合博
　物館
　観覧
　料及
　び総
　合博
　物館
　使用
　料

　［略］
総
合
博
物
館
使
用
料

博
物
館
特
別
展
示
室

入
場
料
等
を
徴
収
す
る
場
合

１日につ
き

26,610円 　［略］

入
場
料
等
を
徴
収
し
な
い
場
合

同 19,960円

10　西
　都原
　考古
　博物
　館使
　用料

ホール 午前
午後

3,820円
7,640円

　［略］

ホー
ル設
備

冷房
設備

１時間に
つき

1,480円

暖房
設備

同 　730円

　［略］

２・３
　［略］

スモールボ
アライフル
射場

１人２時
間まで
　高等学
　校（中
　等教育
　学校の
　後期課
　程及び
　特別支
　援学校
　の高等
　部を含
　む。）
　生徒
　その他
　の者

190円

380円

　［略］
９　総
　合博
　物館
　観覧
　料及
　び総
　合博
　物館
　使用
　料

　［略］
総
合
博
物
館
使
用
料

博
物
館
特
別
展
示
室

入
場
料
等
を
徴
収
す
る
場
合

１日につ
き

24,660円 　［略］

入
場
料
等
を
徴
収
し
な
い
場
合

同 18,500円

10　西
　都原
　考古
　博物
　館使
　用料

ホール 午前
午後

3,540円
7,080円

　［略］

ホー
ル設
備

冷房
設備

１時間に
つき

1,370円

暖房
設備

同 　680円

　［略］
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12　少
　年自
　然の
　家使
　用料

宿泊室 １人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

　360円

　710円

　［略］

研修室 １室１時
間につき

540円

体育
館

宮崎
県青
島少
年自
然の
家

１時間に
つき
　全面を
　使用す
　る場合
　半面を
　使用す
　る場合

1,180円

　590円

宮崎
県む
かば
き少
年自
然の
家
宮崎
県御
池少
年自
然の
家

１時間に
つき

850円

キャンプ場 １人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

　120円

　240円

キャ
ンプ
用具

テン
ト

１人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

　120円

　240円

寝袋 １泊１個
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

　120円

　240円

毛布 １泊１枚
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

　120円

　240円

12　少
　年自
　然の
　家使
　用料

宿泊室 １人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

　330円

　660円

　［略］

研修室 １室１時
間につき

505円

体育
館

宮崎
県青
島少
年自
然の
家

１時間に
つき
　全面を
　使用す
　る場合
　半面を
　使用す
　る場合

1,100円

　550円

宮崎
県む
かば
き少
年自
然の
家
宮崎
県御
池少
年自
然の
家

１時間に
つき

785円

キャンプ場 １人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

　110円

　220円

キャ
ンプ
用具

テン
ト

１人１泊
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

　110円

　220円

寝袋 １泊１個
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

　110円

　220円

毛布 １泊１枚
につき
　30歳未
　満の者
　30歳以
　上の者

　110円

　220円
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　　　附　則
　この条例は、令和７年４月１日から施行する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　市町村立学校職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例をここに公布する。　
　　令和７年３月27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
宮崎県条例第31号
　　　市町村立学校職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例　
　市町村立学校職員の給与等に関する条例（昭和32年宮崎県条例第26号）の一部を次のように改正する。
　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
　（管理職員特別勤務手当）
第５条の２　［略］
２　前項に規定する場合のほか、対象職員が災害への対処その他の
　臨時又は緊急の必要により週休日又は休日等以外の日の午前零時
　から午前５時までの間であって正規の勤務時間以外の時間に勤務
　した場合は、当該職員には、管理職員特別勤務手当を支給する。

３　管理職員特別勤務手当の額は、次の各号に掲げる場合の区分に
　応じ、当該各号に定める額とする。

　（１）　第１項に規定する場合　同項の勤務１回につき、１万 2,0
　　00円を超えない範囲内において人事委員会規則で定める額（当
　　該勤務に従事する時間等を考慮して人事委員会規則で定める勤
　　務をした職員にあっては、その額に 100分の 150を乗じて得た
　　額）
　（２）　［略］
４　［略］
　（特定の職員についての適用除外）
第５条の４　第４条の２、第４条の３及び次条ただし書の規定は、
　定年前再任用短時間勤務職員には適用しない。

　（管理職員特別勤務手当）
第５条の２　［略］
２　前項に規定する場合のほか、対象職員が災害への対処その他の
　臨時又は緊急の必要により週休日又は休日等以外の日の午後10時
　から翌日の午前５時までの間であって正規の勤務時間以外の時間
　に勤務をした場合は、当該職員には、管理職員特別勤務手当を支
　給する。
３　管理職員特別勤務手当の額は、次の各号に掲げる場合の区分に
　応じ、当該各号に定める額（前２項に規定する勤務に従事する時
　間を考慮して人事委員会規則で定める勤務をした職員にあっては
　、その額に 100分の 150を乗じて得た額）とする。
　（１）　第１項に規定する場合　同項の勤務１回につき、１万 2,0
　　00円を超えない範囲内において人事委員会規則で定める額

　（２）　［略］
４　［略］
　（特定の職員についての適用除外）
第５条の４　次条ただし書の規定は、定年前再任用短時間勤務職員
　には適用しない。

　別表第１を次のように改める。
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　　　附　則
　（施行期日）
１　この条例は、令和７年４月１日から施行する。
　（号給の切替え）
２　令和７年４月１日（以下「施行日」という。）の前日において市町村立学校職員の給与等に関する条例別表第１の給料表の適用を受け
　ていた職員（職務の級が１級又は２級であった職員を除く。）の施行日における号給（以下「新号給」という。）は、施行日の前日にお
　いてその者が属していた職務の級及び受けていた号給（以下「旧号給」という。）に応じて附則別表に定める号給とする。
　（施行日前の異動者の号給の調整）
３　施行日前に職務の級を異にして異動した職員及び人事委員会の定めるこれに準ずる職員の新号給については、その者が施行日において
　職務の級を異にする異動等をしたものとした場合との権衡上必要と認められる限度において、人事委員会の定めるところにより、必要な
　調整を行うことができる。
　（再任用職員へのへき地手当に準ずる手当に関する経過措置）
４　施行日以後に新たに市町村立学校職員の定年等に関する条例（昭和59年宮崎県条例第18号）第12条に規定する職員及び市町村立学校職
　員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例（令和４年宮崎県条例第45号）附則第４条に規定する職員（以下「再任用職員」という
　。）に対して適用されることとなる市町村立学校職員の給与等に関する条例第４条の３の規定は、施行日以後に同条第１項に規定する異
　動をした再任用職員又は施行日以後に同項に規定する学校等の移転があった再任用職員について適用する。
　（人事委員会規則への委任）
５　前３項に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、人事委員会規則で定める。
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　宮崎県監査委員条例の一部を改正する条例をここに公布する。　
　　令和７年３月27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
宮崎県条例第32号
　　　宮崎県監査委員条例の一部を改正する条例
　宮崎県監査委員条例（昭和39年宮崎県条例第42号）の一部を次のように改正する。
　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
　（指定金融機関等の検査結果の報告）
第９条　会計管理者及び管理者は、地方自治法施行令（昭和22年政
　令第16号）第 168条の４第１項又は地方公営企業法施行令（昭和
　27年政令第 403号）第22条の５の規定により、指定金融機関等の
　検査が終わったときは、その結果を速やかに監査委員に報告しな
　ければならない。

　（指定金融機関等の検査結果の報告）
第９条　会計管理者及び管理者は、地方自治法施行令（昭和22年政
　令第16号）第 168条の４第１項又は地方公営企業法施行令（昭和
　27年政令第 403号）第22条の４の規定により、指定金融機関等の
　検査が終わったときは、その結果を速やかに監査委員に報告しな
　ければならない。

　　　附　則
　この条例は、令和７年４月１日から施行する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　警察関係使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例をここに公布する。　
　　令和７年３月27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
宮崎県条例第33号
　　　警察関係使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例
　警察関係使用料及び手数料徴収条例（平成12年宮崎県条例第40号）の一部を次のように改正する。
　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
　（手数料）
第３条　法令、条例等の規定に基づく申請その他の行為（次項並び
　に附則第２項及び第４項において「申請等」という。）により次
　の各号に掲げる事務の実施を求める者は、それぞれ当該各号に掲
　げる名称の手数料を納めなければならない。
　（１）～（71）　［略］
　（72）　自動車の保管場所の確保等に関する法律第６条第１項（同
　　法第７条第２項（同法第13条第４項及び附則第８項において準
　　用する場合を含む。）、第13条第４項及び附則第８項において
　　準用する場合を含む。）の規定に基づく自動車の保管場所標章
　　の交付（同法第４条第１項ただし書の政令で定める通知を行っ
　　たときを除く。）　自動車保管場所標章交付手数料
　（73）　自動車の保管場所の確保等に関する法律第６条第１項の規
　　定に基づく自動車の保管場所標章の交付（同法第４条第１項た
　　だし書の政令で定める通知を行ったときに限る。）　自動車保
　　管場所証明通知申請に係る保管場所標章交付手数料
　（74）　自動車の保管場所の確保等に関する法律第６条第３項（同
　　法第７条第２項（同法第13条第４項及び附則第８項において準
　　用する場合を含む。）、第13条第４項及び附則第８項において
　　準用する場合を含む。）の規定に基づく自動車の保管場所標章
　　の再交付　自動車保管場所標章再交付手数料
２～５　［略］
別表第２（第３条関係）

　（手数料）
第３条　法令、条例等の規定に基づく申請その他の行為（次項並び
　に附則第２項及び第４項において「申請等」という。）により次
　の各号に掲げる事務の実施を求める者は、それぞれ当該各号に掲
　げる名称の手数料を納めなければならない。
　（１）～（71）　［略］

２～５　［略］
別表第２（第３条関係）

手数料 区　分 単位 金　額 備　考

　［略］

71　［略］

72　自動

　車保管

１件に

つき

550円

手数料 区　分 単位 金　額 備　考

　［略］

71　［略］
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　場所標

　章交付

　手数料

73　自動

　車保管

　場所証

　明通知

　申請に

　係る保

　管場所

　標章交

　付手数

　料

１件に

つき

550円

74　自動

　車保管

　場所標

　章再交

　付手数

　料

１件に

つき

550円

　［略］ 　［略］
　　　附　則
　（施行期日）
１　この条例は、令和７年４月１日から施行する。
　（経過措置）
２　この条例の施行の日前に自動車の保管場所の確保等に関する法律（昭和37年法律第 145号）第４条第１項ただし書の政令で定める通知
　を行った場合における自動車の保管場所の確保等に関する法律の一部を改正する法律（令和６年法律第35号）による改正前の自動車の保
　管場所の確保等に関する法律第６条第１項の規定による自動車の保管場所標章の交付の申請に係る手数料については、なお従前の例によ
　る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　押売等防止条例等の一部を改正する条例をここに公布する。　
　　令和７年３月27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　河　野　俊　嗣
宮崎県条例第34号
　　　押売等防止条例等の一部を改正する条例
　（押売等防止条例の一部改正）
第１条　押売等防止条例（昭和32年宮崎県条例第18号）の一部を次のように改正する。
　　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
　（罰則）
第４条　前条の規定に違反した者は、３月以下の懲役又は10万円以
　下の罰金若しくは拘留に処する。

　（罰則）
第４条　前条の規定に違反した者は、３月以下の拘禁刑又は10万円
　以下の罰金若しくは拘留に処する。

　（宮崎県遊泳者及びプレジャーボートの事故の防止等に関する条例の一部改正）
第２条　宮崎県遊泳者及びプレジャーボートの事故の防止等に関する条例（平成４年宮崎県条例第37号）の一部を次のように改正する。
　　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
第22条　次の各号のいずれかに該当する者は、３月以下の懲役又は
　30万円以下の罰金に処する。
　（１）～（３）　［略］

第22条　次の各号のいずれかに該当する者は、３月以下の拘禁刑又
　は30万円以下の罰金に処する。
　（１）～（３）　［略］

　（拡声機の使用による暴騒音の規制に関する条例の一部改正）
第３条　拡声機の使用による暴騒音の規制に関する条例（平成７年宮崎県条例第17号）の一部を次のように改正する。
　　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
　（罰則）
第９条　第５条第１項の規定による警察官の命令又は同条第２項の

　（罰則）
第９条　第５条第１項の規定による警察官の命令又は同条第２項の
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　規定による警察署長の命令に違反した者は、６月以下の懲役又は
　20万円以下の罰金に処する。
２　［略］

　規定による警察署長の命令に違反した者は、６月以下の拘禁刑又
　は20万円以下の罰金に処する。
２　［略］

　（宮崎県迷惑行為防止条例の一部改正）
第４条　宮崎県迷惑行為防止条例（平成11年宮崎県条例第74号）の一部を次のように改正する。
　　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
　（罰則）
第６条　第２条又は前条の規定に違反した者は、６月以下の懲役又
　は50万円以下の罰金に処する。
２　常習として前項の違反行為をした者は、１年以下の懲役又は 1
　00万円以下の罰金に処する。
第７条　第３条の規定に違反した者は、６月以下の懲役、20万円以
　下の罰金又は拘留に処する。
２　常習として前項の違反行為をした者は、１年以下の懲役又は50
　万円以下の罰金に処する。
第８条　［略］
２　常習として前項の違反行為をした者は、６月以下の懲役又は 1
　00万円以下の罰金に処する。
第９条　［略］
２　常習として前項の違反行為をした者は、６月以下の懲役又は50
　万円以下の罰金に処する。

　（罰則）
第６条　第２条又は前条の規定に違反した者は、６月以下の拘禁刑
　又は50万円以下の罰金に処する。
２　常習として前項の違反行為をした者は、１年以下の拘禁刑又は
　 100万円以下の罰金に処する。
第７条　第３条の規定に違反した者は、６月以下の拘禁刑、20万円
　以下の罰金又は拘留に処する。
２　常習として前項の違反行為をした者は、１年以下の拘禁刑又は
　50万円以下の罰金に処する。
第８条　［略］
２　常習として前項の違反行為をした者は、６月以下の拘禁刑又は
　 100万円以下の罰金に処する。
第９条　［略］
２　常習として前項の違反行為をした者は、６月以下の拘禁刑又は
　50万円以下の罰金に処する。

　（宮崎県暴力団排除条例の一部改正）
第５条　宮崎県暴力団排除条例（平成23年宮崎県条例第18号）の一部を次のように改正する。
　　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。

改正前 改正後
第22条　第12条の規定に違反して、暴力団事務所を開設し、又は運
　営した者は、１年以下の懲役又は50万円以下の罰金に処する。

第22条　第12条の規定に違反して、暴力団事務所を開設し、又は運
　営した者は、１年以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金に処する。

　　　附　則
　（施行期日）
１　この条例は、令和７年６月１日から施行する。
　（罰則の適用等に関する経過措置）
２　この条例の施行前にした行為の処罰については、なお従前の例による。
３　この条例の施行後にした行為に対して、他の条例の規定によりなお従前の例によることとされ、なお効力を有することとされ又は改正
　前若しくは廃止前の条例の規定の例によることとされる罰則を適用する場合において、当該罰則に定める刑に刑法等の一部を改正する法
　律（令和４年法律第67号）第２条の規定による改正前の刑法（明治40年法律第45号。以下この項において「旧刑法」という。）第12条に
　規定する懲役（以下「懲役」という。）（有期のものに限る。以下この項において同じ。）、旧刑法第13条に規定する禁錮（以下「禁錮
　」という。）（有期のものに限る。以下この項において同じ。）又は旧刑法第16条に規定する拘留（以下「旧拘留」という。）が含まれ
　るときは、当該刑のうち懲役又は禁錮はそれぞれその刑と長期及び短期を同じくする有期拘禁刑と、旧拘留は長期及び短期を同じくする
　拘留とする。
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